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七二会地区は、犀川を眼下に森林に覆われた地域です。森林は、今や山地災害の防止、洪水の緩

和等の役割や貴重な動植物の生息生育の場であったり、木材の生産など、私たちの生活になくては

ならないものです。この自然豊かな地区で林業に携わる仕事に就いて森林資源の活用や整備方法に

ついて一緒に考えてみませんか？また、地区の皆さん方と地域のイベント・行事等で楽しくふれあ

いながら一緒に仕事をしましょう! 

 

 

 

                          

  

◇七二会地区地域おこし協力隊の問い合わせ先◇ 

〒３８１－３１６１ 長野市七二会丁２３７３ 

       長野市七二会支所 ℡ ０２６－２２９－２３１１ 

 

 

 

－地区から望む雄大な北アルプス－ 

お仕事の内容 

－森林整備の様子－ 

地区の紹介 

長野市 七二会地区 



協力隊としてのミッション 

七二会森林 
整備クラブ 
への参加 

七二会にある 
森林資源の活
用方法を考え

る 

地域活性化に 
つながる魅力の
発掘・発信 

里山と陣場平
山トレッキン
グ道の整備 



長野市七二会地区とは 

・人口：1579人 

・世帯数644世帯 

・高齢化率46.3％ 
（平成27年調査） 

・明治に５つの村と
２つの枝村が合併し
七二会村となる。 

・昭和41年長野市と
合併。 

・長野駅から14.5ｋ
ｍ（車で約30分）の
中山間地域。 

 



七二会の里山の今と昔① 

 

・終戦後、カラマツや杉を中心に植林が行われ
ていた。 
・約30年前から山林や田畑の雑木化が顕著にな
る。 



・林業は利益が得られないため、山は放置に 
 近い状態。 
・雑木は手入れが行き届かず、利用されない 
 ことで大木となり様々な問題が発生 
・ニワウルシやアレチウリの繁殖が急速に進む。 

七 二 会 の 里 山 の 今 と 昔 ② 

↑木に覆いかぶさるアレチウリ        
（原木が見えない・・・） 

↑繁殖するニワウルシ 
（元、畑です・・・） 



七二会森林整備クラブ 

設立 

平成26年10月 

構成メンバー 

特別植林組合の委員 

賛助会員 

地域おこし協力隊 

フィールド 

陣場平山（標高1257ｍ） 

 

 



現時点での森林整備クラブの活動 

＜活動内容＞ 

・下草刈りや間伐作業 

・トレッキング道の整備 

・間伐材から薪作り 

・薪ストーブ会社への納品 

・チェーンソーや伐採の安全講習 

 

※活動は月に1回程度行っています。 

 

 



陣場平山の下草刈り 



陣場平山の間伐／トレッキング道の整備 



間伐材から薪作り 



今後の展望 

七二会森林整備クラブ  

・里山整備の拡大 

・陣場平山トレッキング 

 道の整備 

・カラマツ材の活用 

 方法考案 

・薪の販路確保 

地域おこし協力隊  

・七二会地区の子ども達 

 に向けた森林環境教育。 

・蔓の活用方法考案 

・移住者の視点から地域  

 の魅力の発掘。 

 長野県外での広報活動 

ご清聴ありがとうございました。 




